
医師の働きやすい環境づくりに向けて

大分県福祉保健部 医療政策課長

小野 宏

第16回男女共同参画フォーラム

～大分県における長時間労働対策と女性医師の復帰支援について～



目 次

１ 大分県の医療政策の概要

２ 医師の従事状況

３ 地域医療を担う医師の養成・確保

４ 医師の長時間労働対策と
女性医師の復帰支援

1



2

１ 大分県の医療政策の概要



（１）大分県の政策

長期総合計画：【安心・活力・発展プラン2015】

【基本目標】
県民とともに築く「安心」「活力」「発展」の大分県

政策（２１）

施策（６０）

事務事業

「安心」 ９政策
「活力」 ８政策
「発展」 ４政策

健康寿命・生涯現役社会
の構築
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安心で質の高い医療サービスの充実



【政策】
安心分野 健康寿命・生涯現役社会の構築

【施策】
（１）みんなで進める健康づくり運動の推進
（２）高齢者の活躍と地域包括ケアシステムの構築
（３）安心で質の高い医療サービスの充実

～どこに住んでいても、安全で質の高い医療サービスが
受けられる体制づくり～

【主な取組】 （医療政策課分）

（１）医療従事者等の育成・確保
（２）救急医療等医療体制の充実・強化
（３）医療機能の分化と連携等による地域医療の充実

【目標指標】
地域中核病院の医師充足率：１００％（Ｒ６年度）

（プラン策定時：Ｈ２６年度７３．５％→Ｒ３年度８４．４％）

（２）大分県の医療政策
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・入院病床の確保
R3年4月時点 38病院367床 ⇒ R3年12月29日 44病院508床

・宿泊療養体制の確保（協定数 13棟 1,510室）
R3年4月時点 1棟170室 ⇒ R4年2月2日 11棟 1,360室

人口当たり確保数全国２位

⇒ R4年2月2日 11棟 1,360室（うち臨時の医療施設 1棟 175室）

※第６波では1月１８日から約2週間で8棟 916室を増設
↑

増設に備えた医療従事者の輪番制構築（Ｒ３．１２～）
・県医師会、各郡市医師会、病院協会、公的・公立病院
・一月当たり協力延べ人数

医師：約60人、看護師：約550人 現在も継続
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新型コロナウイルス感染症への対応
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２ 医師の従事状況



大分県の医師数の推移
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平成22年は2,931人だった医師数は、令和2年には3,227人と、この10年間で
296人増加している。
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大分県
15位

287.1人

全国平均
256.6人

人口１０万人対医師数（全国順位）

本県の人口１０万人当たりの医師数は287.1人で全国平均を上回る。

令和2年 医師・歯科医師・薬剤師統計（厚生労働省）
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大分県の二次医療圏

大学病院
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大分県の二次医療圏ごとの医師数

令和2年 医師・歯科医師・薬剤師統計（厚生労働省）

大分市、大学病院のある由布市が含まれる中部医療圏と、別府市が含ま
れる東部医療圏に７７％の医師が集中している。
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大分県の二次医療圏ごとの医師数（人口10万人対）

東部医療圏と中部医療圏は全国平均を上回っているが、それ以外の圏域では
全国平均を下回っており、医師の地域偏在が大きな課題となっている。

令和2年 医師・歯科医師・薬剤師統計（厚生労働省）
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大分県の診療科ごとの医師数（人口10万人対）

内科系は全国平均を上回っているが、小児科は同水準、産婦人科では全国平
均を下回っている。

令和2年 医師・歯科医師・薬剤師統計（厚生労働省）
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大分県の診療科ごとの医師数（救急科）

全国平均 3.1人

救急科医数も全国平均を下回っており、特に地域偏在が顕著となっている。
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３ 地域医療を担う医師の養成・確保



15

自治医科大と医学部地域枠医師の養成

自治医科大学（定員2～3人）と大分大学医学部地域枠（定員13人）により、へき
地等で勤務する医師を養成。R4年度は49名が地域勤務を行っている。



16

派遣中の地域の医療機関

２９医療機関

R4年度 新規派遣先
５医療機関
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地域枠卒業医師の推移
大分大学地域枠卒業医師は現在９１人で、このうち、３６人がへき地医療拠点病院等で

地域勤務を行っている。ピークの令和１１年度には、５９人（自治医科大学卒業医師を加え
ると約７０名）の配置を見込んでおり、地域の医師不足は大きく改善できる予定



１ 医師研修資金貸与制度（Ｈ１９～）
地域の中核的な病院や特定診療科（小児科・産婦人科・救急科）で

専門研修を行う医師に対し、研修資金を貸与
貸与金額 月額１５万円（３年以内） ※救急科はＲ４から追加

２ 大分県医師留学研修支援事業（Ｈ２０～）
地域中核病院や小児科・産婦人科で勤務する医師が診療技術向上の

ために行う国内外での研修支援
基準額 ５０万円×研修派遣月数（6月以内、12月以内）
補助率 県１／２、病院１／２

３ おおいた地域医療支援システム構築事業（Ｈ２０～）
地域中核病院に小児科医・産婦人科医を派遣するシステム（人材育成

プログラムの開発・運用を大分大学に委託
派遣先 ： 中津・国東・杵築

４ 産科医等確保支援事業（分娩手当助成） （Ｈ２１～）
分娩手当を支給する分娩取扱施設に対し助成

基準額 １分娩当たり１万円
補助率 県１／３
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特定診療科対策
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４ 医師の長時間労働対策と
女性医師の復帰支援
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Ａ水準：
年960時間

以下

連携Ｂ水準：
年1,860時間以下
医師派遣を行う
大学病院など

Ｂ水準：
年1,860時間以下

三次救急や救急搬
送の多い二次救急

指定病院など

Ｃ－１、Ｃ－２水準：
年1,860時間以下
臨床研修病院や

専攻医を雇用する
医療機関など
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医師の時間外労働上限規制に係る病院ヒアリング
Ｂ水準の施設要件を満たす医療機関（１９施設）に対し、ヒアリングを実施
医療勤務環境改善支援センターのアドバイザーから労働時間の管理方法や宿

日直許可などについて助言

年960時間超
８病院
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医療勤務環境改善支援
センターのアドバイザー
による作成支援
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【テ ー マ】ここからが本格スタート、医師の働き方改革
【日 時】令和4年2月17日 13:30～16:00
【参加人数】１１８名

大分県医療勤務環境改善セミナー
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R3年度実績

【相談対応】 105件
（主な相談内容）

・医師の時間外労働規制への対応
・宿日直許可申請
・働き方改革
・労務管理、３６協定
・組織改革、満足度調査
・同一労働同一賃金
・ハラスメント
・女性活躍推進法
・コロナ禍による収入減少と昇給・賞与

【訪問支援】 23件
（主な支援内容）

・医師の時間外労働上限規制適用に
向けた病院の実態確認

・就業規則、宿日直許可について
・ハラスメント研修
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勤務医の労働時間短縮に向けた体制整備事業

１ 目的
地域医療に特別な役割があり、かつ過酷な勤務環境となっている医療機関における

医師の労働時間短縮を強力に進めるため、個々の医療現場が行うチーム医療やＩＣＴ
の活用等による業務改善の取組を支援する。

２ 補助実績 Ｒ３年度 ３医療機関 （Ｒ４年度も事業継続）

・救急対応可能な医師の確保
⇒休日・時間外労働の縮減、日当直回数の削減等が可能

・育児短時間勤務医師の追加配置
⇒人員不足の診療科に配置することで、時間外労働時間を縮減

・看護補助者、医師事務作業補助者、救急救命士の雇用
⇒予診や検査手順の説明、入院説明、書類作成代行等を医師の代わりに行う

補助人材を確保

・特定行為を行う看護師の養成
⇒医師の業務のタスクシフトを促進

※地域医療介護総合確保基金（区分６）を活用
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大分県における女性医師支援（県内の女性医師数の推移）

平成１８年に４０３人だった女性医師数は、令和２年には６３０人に増加しており、医師
全体に占める割合は１４．６％から１９．５％まで上昇している。



27

女性医師短時間正規雇用支援事業

１ 目的
短時間正規雇用を導入する医療機関を支援し、勤務医の加重労働の軽減及び女性

医師の出産・育児等と勤務の両立を可能とし、医師の離職防止・復職支援を図る。

２ 補助事業の概要
短時間正規雇用を導入するために必要な代替医師の人件費に対し助成

３ Ｒ３補助実績
産婦人科医院や小児科

病院など４施設
→短時間正規雇用８人

※Ｒ４年度 ６施設（予定）
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院内保育への支援

１ 運営費補助
子どもを持つ医師や看護師等の医療従事者を確保するため、病院内

保育所に対する運営費を補助する。

対象施設 ：新規開設後１０年以内の病院又は診療所

児 童 数：１人以上６人未満

補助金額 ：１施設 ２，１２４千円

２ 施設設備整備補助
病院内保育所の新設又は増改築に要する経費に対して補助する。

基準単価（上限） １９７，３００円

基準面積（上限） 児童数３０人×児童１人あたり５㎡＝１５０㎡

補 助 率 単価×面積×０．３３

※このほか、公益財団法人児童育成協会の企業主導型保育事業による運営費や設備整備の助成金あり
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女性医療人キャリア支援センター事業への支援①

大分大学医学部女性医療人キャリア支援センター

設置主体：大分大学医学部附属病院

設置年度：平成26年度

○平成26～28年度
相談窓口の設置、啓発セミナーの開催、キャリアパス相談会の実施、

女性医師交流会、イクメンパパの会の開催等

○平成29年度
職場復帰に向けた知識や手技の習得のためのｅ-ｌｅａｒｎｉｎｇシステムの構築

○令和元年度
大学病院における女性医師の復帰支援プログラムの作成支援

女性医師キャリアサポートガイドブックの作成 等



30

女性医療人キャリア支援センター事業への支援②
○令和４年度

出産・育児等により多様な働き方を必要とする女性医師の復職しやすい

環境の整備、復職支援を通じた人材確保の推進のため、県内医療機関の

復帰支援プログラム※作成支援に要する経費を助成
※医師の時間外労働規制の開始を見据え、特に時間外労働の多い医療機関

（ヒアリング結果に基づく８医療機関）を中心に作成を支援

大分大学
女性医療人キャリア支援センター

県内１５３病院

時間外労働時間の多い８医療機関
（R4：4医療機関、R5：4医療機関）

事業周知
要望に応じて作成支援

往訪
作成支援

・問い合わせ対応
・復帰支援プログラムの作成支援

（１８診療科でプログラム完成）
・ＨＰ等での情報発信

復帰支援プログラムとは

出産や育児により一旦離職した女性医師が臨床現場に復帰しやすいよう、医療機関が作成

するプログラムのこと。復帰支援プログラムでは、指導医のもと、検査や治療の手技、外来

や病棟診療における様々な業務について、独立して対応できるまでの概ねの研修期間を設け

ており、復帰を希望される女性医師に合わせてオーダーメイドで作成する。



男性医師も女性医師も共に働きやすい環境づくり
医師が心身ともに健康で、そのポテンシャルを十二分に発揮

・長時間労働対策
・産育休からの復帰支援
・チーム医療の推進 など
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私たちが目指す姿

どこに住んでいても、安全で質の高い
医療サービスが受けられる体制

医師の地域偏在対策 診療科の偏在対策



ご静聴ありがとうございました。
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